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―
翻
刻
・
解
説
―

　
　
　

一
、
書
誌　

　

中
世
に
な
る
と
連
歌
が
盛
ん
に
な
り
地
方
に
ま
で
広
ま
り
、
源
氏
物
語
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
物
語
の
内
容
を

知
る
必
要
が
生
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
源
氏
物
語
の
写
本
を
所
持
す
る
の
は
朝
廷
や
幕
府
と
、
そ
こ
に
仕
え
る
上
流
階
級
の
人
々
の
み

で
あ
っ
た
た
め
、
連
歌
愛
好
家
の
要
望
に
応
え
る
た
め
梗
概
書
が
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
流
布
し
た
の
は
、
連
歌
に
使

わ
れ
る
寄
合
の
言
葉
も
盛
り
込
ん
だ
『
源
氏
小
鏡
』
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
源
氏
物
語
の
梗
概
書
は
二
条
為
冬
筆
と
さ
れ
、
寄
合

語
が
散
見
さ
れ
る
の
で
『
源
氏
小
鏡
』
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
同
書
を
見
出
せ
ず
、
こ
こ
に

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

ま
ず
書
誌
か
ら
述
べ
る
。
本
書
を
納
め
た
桐
箱
の
蓋
表
に
は
、
中
央
に
「
二
條
為
冬
卿
夕
霧
巻
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
左
下
に
は

何
か
書
か
れ
て
い
た
の
か
、
墨
で
塗
り
消
さ
れ
て
い
る
。
本
写
本
は
一
帖
、
表
紙
は
緑
色
の
布
表
紙
に
金
糸
に
て
唐
草
模
様
が
縫
い
取

り
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
大
き
さ
は
縦
十
八
・
一
、
横
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
表
紙
の
左
上
に
本
文
と
は
異
な
る
筆
で
、「
二
條
為
冬
卿
夕

霧
巻
」
と
墨
書
さ
れ
た
金
紙
（
縦
十
・
六
、
横
一
・
八
セ
ン
チ
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
前
後
と
も
金
箔
を
散
ら
し
、
遊
紙
も
前

後
に
一
丁
ず
つ
あ
り
、い
ず
れ
も
本
文
の
料
紙
と
は
異
な
り
、改
装
さ
れ
た
後
に
付
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
文
の
冒
頭
に
は
、「
二
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条
為
冬
卿　

夕
霧
の
」
と
記
さ
れ
た
無
地
の
小
紙
片
（
縦
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
六
ミ
リ
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
（
35
頁
の
図
、
参
照
）。
内

容
は
夕
霧
の
巻
頭
か
ら
椎
本
の
巻
頭
ま
で
の
零
本
で
、
綴
葉
装
で
八
枚
一
括
り
の
み
現
存
し
、
十
六
丁
に
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
小
字
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
本
文
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
。

　

伝
承
筆
者
の
二
条
為
冬
は
二
条
派
歌
壇
の
祖
で
あ
る
二
条
為
世
の
子
で
、『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』以
後
の
勅
撰
集
に
二
十
首
入
首
し
た
。

生
年
不
明
で
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
に
尊
良
親
王
を
奉
じ
て
足
利
尊
氏
追
討
軍
に
加
わ
り
、
箱
根
竹
の
下
の
合
戦
に
敗
れ
自
刃
し

た
。
真
筆
の
短
冊
が
慶
応
義
塾
大
学
に
所
蔵
さ
れ
、「K

eio O
bject H

ub

」
の
解
説
に
は
、

書
流
系
譜
に
よ
る
と
、
父
為
世
は
定
家
流
に
、
祖
父
為
氏
（
一
二
二
二
―
八
六
）、
そ
の
弟
為
相
（
一
二
六
三
―
一
三
二
八
）、
為

冬
の
兄
為
藤
（
一
二
七
五
―
一
三
二
四
）
ら
は
鎌
倉
時
代
に
台
頭
し
た
法
性
寺
流
に
、
能
書
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
が
、
こ

の
為
冬
は
伝
統
的
な
上
代
様
（
平
安
時
代
の
優
れ
た
書
跡
の
総
称
。
十
七
世
紀
半
ば
、
御
家
流
・
唐
流
の
隆
盛
に
対
し
、
平
安
朝

の
名
筆
へ
の
回
帰
を
唱
え
た
復
古
和
様
の
動
き
が
あ
り
、
上
代
様
の
書
風
が
復
興
さ
れ
た
）
の
書
法
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
書
き

慣
れ
た
う
ま
さ
を
み
せ
る
。

と
あ
る
。
為
冬
筆
と
伝
来
す
る
古
筆
切
は
数
種
類
あ
り
、
小
野
切
（
金
葉
和
歌
集
）
は
確
か
に
上
代
様
風
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書

の
書
風
は
上
代
様
と
は
認
め
が
た
い
。
ま
た
本
文
中
に
「
六
花
」
の
名
が
見
え
、
そ
れ
が
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
以
後
に
編
纂
さ
れ

た
『
六
華
和
歌
集
』
な
ら
ば
本
書
の
成
立
は
そ
れ
よ
り
後
、
す
な
わ
ち
二
条
為
冬
の
没
後
に
な
る
（
第
四
節
、
参
照
）。
書
写
時
期
も

十
四
世
紀
ま
で
は
遡
り
に
く
く
、
室
町
末
期
の
写
し
と
見
て
お
く
。

　
　
　

二
、『
源
氏
小
鏡
』
と
の
関
係

　

『
源
氏
小
鏡
』
は
編
者
未
詳
で
、
原
形
は
南
北
朝
時
代
に
作
成
さ
れ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
書
と
『
源
氏
小
鏡
』
と
の
共
通

点
は
寄
合
語
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
内
容
は
異
な
る
。
た
と
え
ば
本
書
の
紅
梅
の
巻
の
末
尾
に
、
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梅
の
つ
け
合
に
、「
ふ（

懐

紙

）

と
こ
ろ
か
み
に
う
つ
る
に
ほ
ひ
」
な
と
あ
ら
は
、「
こ（

紅

梅

）

う
は
ひ
」
の
心
あ
る
へ
し
。

と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、
こ
の
付
合
は
『
源
氏
小
鏡（

注
１
）』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
竹
河
の
巻
に
は
、

　
　

「
桜
を
か
け
物
」
と
い
ふ
こ
と
あ
ら
は
、「
玉
か
つ
ら
」「
ひ
け
く
ろ
」
な
と
も
よ
し
、「
や
よ
ひ
の
す
ゑ
」「
は
な
あ
ら
そ
ひ
」
よ
し
、

と
あ
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
に
は
「
桜
の
か
け
も
の
」
と
「
花
の
あ
ら
そ
ひ

（
注
２
）」
以
外
の
寄
合
語
は
当
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
も
う
一
例

だ
け
挙
げ
る
と
、
椎
本
の
巻
の
巻
頭
に
あ
る
、「
そ（

総
じ
て
）

う
し
て
い（
祝
い
）

わ
ひ
に
し（
椎
）い
の
つ（

付

合

）

け
あ
ひ
有
へ
か
ら
す
」
と
い
う
一
文
も
『
源
氏
小
鏡
』

に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
、
紫
の
上
の
享
年
も
一
致
し
な
い
。
本
書
の
幻
の
巻
頭
に
は
、「
む
ら
さ
き
、
み
の
り
の
巻
の
八
月
十
四
日
か
く
れ
給
ふ
、
御

年
は
四
十
は
か
り
と
見
え
た
り
」
と
あ
り
、
約
四
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
源
氏
小
鏡
』
は
若
紫
の
巻
に

四
十
五
歳
と
記
す（

注
３
）。
総
体
に
本
書
と
『
源
氏
小
鏡
』
と
の
関
係
は
薄
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

三
、『
源
氏
大
鏡
』
と
の
関
係

　

『
源
氏
大
鏡
』
は
編
者
不
明
で
室
町
時
代
中
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
、
源
氏
物
語
の
和
歌
を
全
首
掲
載
し
た
梗
概
書
で
あ
り
、

寄
合
語
は
収
め
て
い
な
い
。
本
書
は
和
歌
を
一
部
し
か
載
せ
て
い
な
い
の
で
『
源
氏
大
鏡
』
で
は
な
い
が
、『
源
氏
小
鏡
』
よ
り
も
共

通
点
が
見
ら
れ
以
下
に
列
挙
す
る
。

〇
紅
梅
・
竹
河
の
巻
の
順
。
こ
の
二
巻
は
中
世
に
お
い
て
順
序
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
本
書
と
『
源
氏
大
鏡
』
は
紅
梅
の
巻
が
先
、『
源

氏
小
鏡
』
の
殆
ど（

注
４
）は
竹
河
の
巻
が
前
で
あ
る
。

〇
本
書
の
幻
の
巻
の
末
尾
に
は
源
氏
物
語
に
な
い
、
雲
隠
の
巻
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

廿
六
雲
か
く
れ
の
巻
ほ（

宝

蔵

）

う
さ
う
に
こ
め
ら
れ
た
る
故
也
、
廿
五
よ
り
廿
七
へ
う
つ
る
へ
し
、
此
あ
は
ひ
八
九
の
年
と
見
え
た
り
、

巻
も
二
帖
有
け
り
、
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『
源
氏
小
鏡
』
に
は
同
様
の
記
載
は
な
く
、『
源
氏
大
鏡
』
幻
の
巻
末
に
似
た
描
写
が
見
出
せ
る
。

廿
六
、
雲
か
く
れ
と
い
ふ
、
あ
ま
り
に
あ
は
れ
に
て
、
人
の
心
を
ま
ど
は
し
け
る
に
や
、
近
代
は
宇
治
の
宝
蔵
に
こ
め
ら
れ
て
世

に
わ
た
ら
す
、
廿
五
、
ま
ほ
ろ
し
よ
り
、
廿
七
へ
う
つ
る
へ
し
、
そ
の
あ
ひ
た
八
九
年
と
み
え
て

（
注
５
）、

〇
和
歌
は
定
型
詩
で
あ
る
の
で
文
章
よ
り
も
加
筆
し
に
く
く
本
文
の
異
同
は
少
な
い
が
、
御
法
の
巻
の
次
の
一
首
は
か
な
り
異
な
る
。

ま
ず
本
書
の
本
文
を
引
用
し
て
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』（
以
下
『
大
成
』
と
呼
ぶ
）
の
底
本
（
一
三
八
四
頁
１
行
目
）
と
異
な

る
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
異
文
を
傍
記
す
る
。

　
　

お
し
か
ら
ぬ
御こ

の
身法

な
か
ら
も
今か

き
りは

と
て
薪
つ
き
な
ん
ねこ

と

の
か
な
し
さ
よ

（
ナ
シ
）

『
大
成
』所
収
の
諸
本
の
本
文
を
見
る
と
、陽
明
文
庫
本
が「
今
は
」で
あ
る
以
外
は
底
本
と
一
致
す
る
。『
源
氏
大
鏡
』で
は
結
句
が「
程

の
か
な
し
さ
」
で
あ
る
以
外
は
本
書
と
同
文
で
あ
る
。
な
お
当
該
和
歌
は
『
源
氏
小
鏡
』
で
は
第
六
系
統[

和
歌
中
心
本
系]

の
京
都

大
学
本
に
の
み
見
ら
れ
る
が
、
本
文
は
本
書
と
は
異
な
り
、
第
二
句
が
「
我
身
な
か
ら
も
」
で
あ
る
以
外
は
『
大
成
』
の
底
本
と
同
じ

で
あ
る
。

〇
本
書
の
次
の
一
節
は
物
語
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
本
書
の
本
文
に
『
大
成
』
の
底
本
（
一
三
四
六
頁
２
行
目
）
を
傍
記
す
る
。

し
か
は
こ（

た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
）

ゝ
か
し
こ
に
た
ゝ
す
み
て

（
つ
ゝ
）、

山
田
の
ひ
た
に
も
お
と
ろ
か
す
、
い
ろ
こ
き
い
ね
と

（
と
も
の
中
に
）まし

り
て
う
ち
な
く
も
、
う
れ
へ
か

ほ
る

（
ナ
シ
）な

り
、（
夕
霧
の
巻
）

大
き
な
異
同
は
「
こ
ゝ
か
し
こ
」
の
箇
所
で
、『
大
成
』
所
収
の
諸
本
は
す
べ
て
「
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
」
で
あ
る
。
一
方
、次
に
引
く
『
源

氏
大
鏡
』
は
本
書
と
同
文
と
見
な
せ
る
。

　
　

鹿
は
こ
ゝ
か
し
こ
に
た
ゝ
す
み
て
、
山
田
の
ひ
た
に
も
お
と
ろ
か
す
、
色
こ
き
い
ね
に
ま
し
り
て
う
ち
な
く
も
う
れ
へ
か
ほ
な
り
、

ち
な
み
に
『
源
氏
小
鏡
』
に
は
、
右
記
の
古
文
に
該
当
す
る
本
文
は
な
い
。

〇
本
書
に
は
物
語
本
文
に
も
『
源
氏
小
鏡
』
に
も
な
い
、「
首
に
掛
け
て
」
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
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宇
治
に
「
と
は
す
か
た
り
の
古
人
」
と
い
ふ
事
あ
り
、
お
い
人
と
も
い
へ
り
、
ふ
る
ふ
み
か（
黴
）ひ
く
さ
き
し
み
と
云
は
、
む（

虫
）し

の
す

み
な
り
て
く（

首
）ひ

に
か
け
て
も
つ
、
み
な
此
古
物
か
た
り
の
付
合
也
、（
橋
姫
の
巻
）

傍
線
を
付
け
た
箇
所
は
文
意
不
明
で
、「
す
み
」
は
「
す
み
か
に
」
か
ら
「
か
に
」
が
脱
落
し
た
と
見
て
「
虫
の
住
み
か
に
な
り
て
首

に
掛
け
て
持
つ
」
と
も
、
あ
る
い
は
「
す
み
」
を
「
し
み
」（
紙
魚
）
の
誤
写
と
し
て
「
虫
の
し
み
な
り
、
手
首
に
掛
け
て
持
つ
」
と

も
解
釈
で
き
る
。『
源
氏
大
鏡
』
に
は
、

う
ぢ
の
ふ
る
文
と
は
、
年
久
も
ち
て
廿
年
は
か
り
く
び
に
か
け
て
薫
に
奉
り
し
事
也
、
か
び
く
さ
く
、
又
し
み
と
い
ふ
む
し
の
す

み
か
に
な
り
た
れ
と
も
、
あ
と
は
か
は
ら
す
、

と
あ
り
、
本
書
の
本
文
も
「
す
み
か
に
」
の
「
か
に
」
が
抜
け
た
と
考
え
ら
れ
る

（
注
６
）。

　
　
　

四
、
注
釈

　

本
書
は
梗
概
の
み
な
ら
ず
注
釈
を
加
え
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
を
列
挙
す
る
。

〇
橋
姫
の
巻
で
「
姫
君
二
人
」
の
箇
所
に
、「
あ
け
ま
き
の
お
ほ
い
君
、
昔
に
か
よ
ふ
中
の
君
」
が
割
注
で
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
古

系
図
を
見
る
と
、
九
条
家
本
に
は
「
総

あ
け
ま
き
の角
大
君
」「
故
ふ
る
さ
と
は
な
る
ゝ

郷
離
中
君
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
後
者
の
説
明
文
に
は
「
む
か
し
に
か
よ
ふ
中

君
と
も
申
す
」
と
あ
る
。
為
氏
本
も
「
総
角
大
君
」「
通
昔
中
君
」
と
あ
り
、
後
者
の
解
説
に
は
「
ふ
る
さ
と
は
な
る
ゝ
中
君
と
も
申

す（
注
７
）」
と
書
か
れ
、
本
書
の
割
注
と
一
致
す
る
。

〇
幻
の
巻
に
「
六
花
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

 　
　

  

　

同

つ
れ
〳
〵
と
我
な
き
く
ら
す
夏
の
日
を
か
こ
と
か
ま
し
き
む
し
の
声
か
な

　
　

是
は
ひ
く
ら
し
を
よ
ま
れ
た
る
歌
也
、
六
花
に
も
入
候
、

「
六
花
」
は
私
撰
集
『
六
華
和
歌
集
』
で
は
な
く
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
注
釈
書
『
六
花
集
注
』
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
伝
本
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に
は
前
掲
の
和
歌
（
光
源
氏
の
詠
歌
「
つ
れ
づ
れ
と
」）は
見
出
せ
な
い
。
ち
な
み
に『
六
華
和
歌
集
』は
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）以
後
、

『
六
花
集
注
』
は
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
か
ら
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
。

〇
夕
霧
の
巻
に
「
引
歌
」「
本
歌
」
に
関
す
る
解
説
が
あ
る
。

又
夕
霧
の
こ
と
葉
に
、
い
か
に
よ
か
ら
む
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
心
は
引
歌
に
、「
い
か
に
し
て
い
か
に
よ
か
ら
む
小
野
山
の
上
よ
り

お
つ
る
音
な
し
の
瀧
」
と
云
歌
の
心
な
り
、
本
歌
に
あ
る
う
へ
は
、
う
た
か
ふ
へ
か
ら
す

伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
物
語
引
歌
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
九
月
）
に
よ
る
と
、「
い
か
に
し
て
」
の
和
歌
は
出
典
不
明
で

（
注
８
）、

当
巻
に
二
か
所
引
か
れ
て
い
る
。『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
本
文
で
示
す
と
、
一
つ
目
は
夕
霧
の
心
理
描
写
の
中
の
「
な
ほ
よ

か
ら
む
」（
④
四
三
三
頁
）
の
箇
所
、
二
つ
目
は
夕
霧
が
恋
文
に
和
歌
を
記
し
た
あ
と
「
上
よ
り
落
つ
る
」（
④
四
五
四
頁
）
と
書
い
た

箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
引
歌
と
し
て
注
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
一
節
「
い
か
に
よ
か
ら
む
」
と
合
う
の
は
一
例
め
の
「
な
ほ
よ
か
ら
む
」
で

あ
ろ
う
が
、
本
文
は
「
い
か
に
」
と
「
な
ほ
」
で
一
致
し
な
い
。『
大
成
』（
一
三
三
五
頁
12
行
目
）
に
よ
る
と
青
表
紙
本
系
統
は
「
な

を
よ
か
ら
む
」
で
異
同
は
な
い
が
、
河
内
本
系
統
は
「
よ
か
ら
む
」
の
箇
所
が
「
な
か
ゝ
る
へ
き
」（
長
か
る
べ
き
）
で
引
歌
か
ら
離

れ
て
し
ま
う
。
結
局
、
本
書
の
「
い
か
に
よ
か
ら
む
」
と
同
じ
本
文
は
見
当
ら
な
い
。

　
　
　

五
、
終
わ
り
に

　

本
書
は
竹
河
の
巻
に
、「
か
ち
か
た
の
い
も
う
と
君
、山
吹
の
衣
也
」
と
あ
る
。
し
か
し
物
語
本
文
で
は
負
け
た
大
君
が
「
桜
の
細
長
、

山
吹
な
ど
」、
中
の
君
は
「
薄
紅
梅
に
さ
く
ら
色
」
で
あ
り
、「
山
吹
」
に
関
し
て
は
『
大
成
』（
一
四
七
四
頁
10
行
目
）
に
大
き
な
異

同
は
見
ら
れ
な
い
。
本
書
の
記
述
は
誤
解
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
享
受
史
の
上
で
は
見
過
ご
せ

ず
、
源
氏
物
語
の
需
要
の
一
環
と
し
て
貴
重
な
書
と
言
え
よ
う
。　
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（
注
）

１
岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
に
翻
刻
し
た
計
十
三
本
の
い
ず
れ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

以
下
の
考
察
に
お
い
て
も
、
小
著
に
収
め
た
『
源
氏
小
鏡
』
に
限
定
す
る
。

２
「
桜
の
か
け
も
の
」
は
『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
の
多
く
に
見
ら
れ
る
が
、「
花
の
あ
ら
そ
ひ
」
は
第
三
系
統
［
増
補
本
系
］
の
三
井
寺

聖
護
院
系
統
に
の
み
あ
る
。

３
多
く
の
『
源
氏
小
鏡
』
は
四
十
五
歳
で
あ
る
が
、四
十
六
歳
（
三
井
寺
聖
護
院
系
統
）
や
三
十
九
歳
（
第
五
系
統
［
梗
概
中
心
本
系
］

の
連
蔵
筆
）
と
す
る
伝
本
も
あ
る
。

４
注
１
の
小
著
に
収
め
た
十
三
本
の
う
ち
、
連
蔵
筆
本
は
登
場
人
物
ご
と
に
記
す
の
で
除
く
と
、
一
本
（
第
五
系
統
［
梗
概
中
心
本
系
］

の
飛
鳥
井
重
雅
筆
）
だ
け
が
紅
梅
、
他
の
十
一
本
は
竹
河
が
先
行
す
る
。

５
『
源
氏
大
鏡
』
は
第
一
類
か
ら
第
四
類
に
分
類
さ
れ
、
本
稿
で
は
第
二
類
に
属
す
る
慶
長
頃
の
古
写
本
「
源
氏
物
語
抜
書
抄
」
の
翻

刻
（
稲
賀
敬
二
氏
、古
典
文
庫
、一
九
八
〇
年
五
月
）
を
引
用
す
る
。
第
一
類
の
本
文
と
大
き
く
異
な
る
場
合
の
み
、第
一
類
の
『
源

氏
大
鏡
』（
石
田
穰
二
氏
・
茅
場
康
雄
氏
編
、
古
典
文
庫
、
一
九
八
九
年
二
月
）
を
引
用
す
る
。

６
ち
な
み
に
源
氏
物
語
の
索
引
に
「
手
首
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
が
、「
首
に
掛
け
て
」
の
用
例
は
宿
木
の
巻
に
見
ら
れ
る
。

昔
、
別
れ
を
悲
し
び
て
、
骨か

ば
ねを
つ
つ
み
て
あ
ま
た
の
年
頸く
び

に
か
け
て
は
べ
り
け
る
人
も
、
仏
の
御
方ほ
う
べ
ん便
に
て
な
ん
、
か
の
骨か
ば
ねの
嚢
ふ
く
ろ

を
棄す

て
て
、
つ
ひ
に
聖ひ
じ
りの
道
に
も
入
り
は
べ
り
に
け
る
。（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
⑤
四
五
六
頁
）

７
両
系
図
は
池
田
亀
鑑
氏
編
『
源
氏
物
語
大
成　

研
究
・
資
料
篇
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
一
一
月
）
所
収
。

８
松
下
大
三
郎
氏
編
『
続
国
歌
大
観
』（
明
治
四
四
年
九
月
）
に
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
末
尾
に
「
古
今
和
歌
六
帖
拾
遺
」
と
題
し

て
列
挙
し
た
和
歌
群
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　

同
夕
霧
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如
何
に
し
て
如
何
に
よ
る
（
マ
マ
）ら
む
春
の
山
の
う
へ
よ
り
落
つ
る
音
な
し
の
た
き

　

と
あ
る
。「
同
」
は
『
河
海
抄
』
を
指
す
が
、
玉
上
琢
彌
氏
編
・
石
田
穣
二
氏
『
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
六
月
）
に
は

当
該
和
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　

ち
な
み
に
伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
物
語
引
歌
索
引
』
所
収
の
古
注
釈
に
お
い
て
、
当
歌
は
『
弄
花
抄
』
に
「
猶
よ
か
ら
ん
事
を　

小
野
山
歌
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
、歌
一
首
は
『
休
聞
抄
』
を
は
じ
め
『
紹
巴
抄
』『
岷
江
入
楚
』『
湖
月
抄
』
等
に
引
か
れ
て
い
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
、
誤
字
・
脱
字
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し

て
次
の
操
作
を
行
な
っ
た
。

１
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
字
体
・
略
体
は
、
通
常
の
字
体
に
改
め
る
。

２
、
読
点
を
付
け
、
寄
合
語
な
ど
は
「　

」
で
括
る
。

３
、
虫
損
な
ど
で
読
め
な
い
箇
所
は
□
で
示
す
。
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
の
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
す
。
ま
た
推
定

し
た
文
字
を
（　

カ
）
の
中
に
入
れ
、
振
り
漢
字
も
（　

）
内
に
記
す
。

４
、
小
字
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
活
字
の
大
き
さ
は
変
え
ず
に
［　

］
で
括
る
。
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一
、
夕
霧
の
大
将
と
申
事
、
此
巻
よ
り
な
り
、
お
ち
葉
の
御
は
ゝ
一
条
の
み
や
す
所
に
く（
具
し
て
）

し
て
、
ひ（
比
叡
）ゑ
さ（

坂

本

）

か
も
と
の
を（
小
野
）の
と
い
ふ
と
こ

ろ
へ
お
は
し
た
り
、
此
小
野
は
ひ
ろ
き
里
に
て
、
ひ（

比
叡
）へを
め
く
り
て
あ
る
也
、
此
こ
と
に
よ
り
て
お
ち
は
の
を
の
、
夕
霧
の
小
野
、
又

く（
栗
栖
）

る
す
の
小
野
、
皆
お
な
し
所
也
、
こ
と
に
よ
り
て
名
を
か
へ
た
り
、
い（
異
論
）

ろ
ん
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
ほ
ん
に
く
わ
し
く
あ
る
う
へ
は

□（
つ
の
り
カ
）

□
□
給
ふ
へ
し
、
又
て
な
ら
ひ
の
小
野
と
い
ふ
も
同
里
な
れ
と
も
、
い
ま
す
こ
し
山
ふ
か
く
入
て
、
よ（
横
川
）

か
は
、
く（

黒

谷

）

ろ
た
に
な
と
ひ
え

の
山
に
か
た
か
け
た
り
と
て
、
な
ら
ひ
の
巻
に
見
え
た
り
、
お
ち
葉
の
宮
の
さ
た
あ
る
と
き
は
、
お
ち
は
の
小
野
也
、
ま
め
人
の
大
将
、

お
ち
葉
を
心
に
か
け
て
お
は
し
た
る
時
、
松（

松
が
崎
カ
）

か
き
の
お（
小
山
）

や
ま
の
ゆ（

マ

マ

）

わ
か
へ
も
都
に
ま
か
り
て
秋
の
色
つ
き
た
り
、
九
月
也
、
八
月
に
も

お
は
し
た
り
、
二
た
ひ
の
小
野
ゝ
け
し
き
也
、
霧
の
爰
も
と
ま
て
た
ち
く
れ
は
大
将
、

　
　

山
里
の
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
夕
霧
に
た
ち
い
て
ん
空
も
な
き
心
ち
し
て

と
、
よ
み
給
ひ
し
故
、
巻
を
も
夕
霧
、
又
ま
め
人
を
も
あ
ら
た
め
て
名
つ
く
る
な
り
、
こ
れ
は
八
月
の
小
野
ゝ
歌
也
、
九
月
十
日
は
い

と
ゝ
秋
は
つ
る
け
し
き
心
す
こ
く
、
嶺
の
葛
葉
も
心
あ
は
た
ゝ
し
う
ふ
き
ち
ら
す
山
お
ろ
し
に
、
ま
か
き
の
虫
も
な
き
み
た
れ
、
た
き

の
を
と
物
思
ふ
人
を
お
と
ろ
か
し
か
ほ
に
と
ゝ
ろ
き
お
ち
た
り
［
こ
の
物
お
も
ふ
人
と
あ
る
は
、
あ（

哀

傷

）

ひ
し
や
う
の
心
も
有
、
み
や
す
所

小
野
に
て
か
く
れ
給
ひ
し
か
は
、
お
ち
は
、
ふ（

藤

衣

）

ち
こ
ろ
も
あ
る
へ
く
候
、
又
夕
霧
の
落
ち
葉
を
こ
い
給
ふ
物
お
も
ひ
も
あ
り
、
心
得
て

付
合
あ
る
へ
く
候
］
し（

鹿
）か
は
こ
ゝ
か
し
こ
に
た
ゝ
す
み
て
、
山
田
の
ひ
た
に
も
お
と
ろ
か
す
、
い
ろ
こ
き
い
ね
と
（
マ
マ
）ま
し
り
て
う
ち
な
く

も
、
う
れ
へ
か
ほ
る

（
マ
マ
）な
り
、
夕
霧
の
大
将
、

　
　

里
と
を
み
小
野
ゝ
し
の
は
ら
分
て
き
て
我
も
し
か
こ
そ
声
も
お
し
ま
ね

此
歌
は
恋
な
り
、
御
返
事
、
少
将
の
君
と
い
ふ
女
房
、

　
　

藤
こ
ろ
も
露
け
き
秋
の
山
人
は
鹿
の
な
く
音
に
ね
を
そ
そ
へ
つ
る

あ（

哀

傷

）

ひ
し
や
う
と
恋
と
引
合
て
、
な
く
音
に
ね
を
そ
へ
て
よ
め
り
、
又
、
音
な
し
の
た
き
は
此
小
野
に
有
、
落
葉
の
宮
を
の
に
て
、
て
な

ら
ひ
、
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あ
さ
夕
に
な
く
音
を
た
つ
る
小
野
山
は
た
え
ぬ（
マ
マ
）や
音
な
し
の
瀧

と
あ
り
し
な
り
、
又
夕
霧
の
こ
と
葉
に
、
い
か
に
よ
か
ら
む
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
心
は
引
歌
に
、「
い
か
に
し
て
い
か
に
よ
か
ら
む
小
野

山
の
上
よ
り
お
つ
る
音
な
し
の
瀧
」
と
云
歌
の
心
な
り
、
本
歌
に
あ
る
う
へ
は
、
う
た
か
ふ
へ
か
ら
す

　
　
　

廿
四　

御
の
り

一
、此
巻
、御
の
り
と
名
つ
く
る
事
は
、む
ら
さ
き
の
上
な
や
み
給
ひ
て
、後
の
世
の
た
め
に
い
か
め
し
き
く（

功
徳
）

と
く
の
事
せ
ら
れ
し
中
に
、

日
毎
に
ほ
け
経
を
か
き
給
ふ
事
、
千
部
あ
り
て
此
巻
に
く（

供
養
）

や
う
あ
り
、
僧
の
ふ（
布
施
）せ
に
ひ
き
給
ふ
む
ら
さ
き
の
あ（
綾
）や
の
け（
袈
裟
）さ
は
、
ぬ（
縫
い
目
）

ひ
め

に
て
心
こ
と
な
り
、
ほ
と
け
の
か
さ
り
は
ま
し
て
仏
の
お
は
し
ま
す
ら
ん
所
も
ち
か
き
心
ち
す
る
、
と
ほ（

本
）ん
に
あ
る（
は
カ
）□
こ（

極

楽

）

く
ら
く
な
り
、

女
の
御
を
き
て
に
は
、
い
た
り
ふ
か
く
、
に
は
か
也

（
な
る
カ
）、
御
い
と
な
み
と
も
見
え
す
、
い
そ
の
神
の
世
ゝ
を
へ
た
る
御
く（

願

）
わ
ん
に
や
と
、

ち（

聴

聞

）

や
う
も
ん
の
人
々
も
皆
、
泪
を
と
し
給
ひ
け
り
、

　
　

［
薪
こ
る
と
は
、
そ
の
日
の
た（

導

師

）

う
し
の
御
法
の
め
て
た
き
よ
し
を
と
□
（
か
カ
）れ
た
る
て
い
也
、
大
方
つ
と
む
る
声
と
い
ふ
］

薪
す

（
マ
マ
）る
さ（

讃

嘆

）

ん
た
ん
の
声
い
か
め
し
う
と
あ
り
、
さ（

讃

嘆

）

ん
た
ん
は
何
も
ほ
め
ほ
む
る
、
紫
の
上
、
物
心
ほ
そ
く
、
か
様
の
折
節
は
ま
い
り
つ

と
ひ
給
ふ
人
々
の
か
ほ
ゝ
見
わ
た
し
給
ふ
も
、
こ
れ
や
か
き
り
な
ら
む
と
あ
は
れ
な
り
、
ち（

聴

聞

）

や
う
も
ん
の
た
め
に
御
う（

後

妻

）

は
な
り
た
ち
つ

と
ひ
給
へ
り
、
し
た
の
心
う
ち
と
け
ね
と
、
う
は
へ
に
は
情
を
か
は
し
給
ひ
し
御
か
た
〳
〵
誰
も
と
ま
る
ま
し
き
世
な
れ
共
ま
つ
我
独

り
さ
き
た
ゝ
ん
事
を
あ
は
れ
に
お
ほ
し
て
、
あ
か
し
の
御
か
た
へ
む
ら
さ
き
、

　
　

お
し
か
ら
ぬ
御
法
な
か
ら
も
今
は
と
て
薪
つ
き
な
ん
ね
の
か
な
し
さ
よ

　
　

［
薪
つ
く
る
又
ひ（

マ
マ
）

め
へ
す
る
と
は
、
と
り
へ
野
ゝ
て
い
也
、
何
も
せ（

栴

檀

）

ん
た
ん
た（

薪

）
き
木
つ
き
し
こ
と
な
り
］

　
　

廿
五
、
ま
ほ
ろ
し

一
、
む
ら
さ
き
、
み
の
り
の
巻
の
八
月
十
四
日
か
く
れ
給
ふ
、
御
年
は
四
十
は
か
り
と
見
え
た
り
、
年
か
へ
り
ぬ
、
春
の
ひ
か
り
を
見

給
ふ
に
も
、
源
氏
の
御
心
一
つ
は
く
れ
ま
□

（
と
カ
）ひ
た
る
や
う
に
お
ほ
さ
る
れ
は
、
み
す
の
と
に
も
お
さ
〳
〵
い
て
た
ま
は
す
、
本
よ
り
の
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御
ほ
い
な
れ
は
本
意
也
、
世
を
も
い
と
は
ん
と
お
ほ
し
め
せ
と
も
、
む
ら
さ
き
の
な
け
き
に
よ
り
て
、
と
人
の
い
ひ
つ
た
へ
ん
事
も
あ

ま
り
心
よ
は
く
名
も
口
惜
敷
お
ほ
せ
は
、
一
め
く
り
ま
て
と
ね
ん
し
給
ふ
そ
か
な
し
か
り
け
る
、
と
り
わ
き（

マ
マ
）き
春
を
は
む
ら
さ
き
の
し

め
給
ひ
し
か
は
、
う
へ
を
き
給
へ
る
梅
桜
に
つ
け
て
も
御
袖
の
い
と
ま
な
し
、

源
氏
、

　
　

我
や
と
は
花
も
て
は
や
す
人
も
な
し
な
に
ゝ
か
春
の
た
つ
ね
き
つ
ら
ん

　
　

植
て
み
し
花
の
あ
る
し
も
な
き
宿
に
し
ら
す
か
ほ
に
も
き
ぬ
る
う
く
ひ
す

　

 

同

今
は
と
て
あ
ら
し
や
は
て
ん
な
き
人
の
心
と
ゝ
め
し
春
の
か
き
ね
を

　

 

同

は
衣
の
う
す
き
に
か
は
る
け
ふ
よ
り
は
う
つ
せ
み
の
世
そ
い
と
ゝ
か
な
し
き

　

 

同

つ
れ
〳
〵
と
我
な
き
く
ら
す
夏
の
日
を
か
こ
と
か
ま
し
き
む
し
の
声
か
な

是
は
ひ
く
ら
し
を
よ
ま
れ
た
る
歌
也
、六
花
に
も
入
候
、秋
の
は
し
め
雁
の
鳴
て
わ
た
る
を
も
、つ
ら
を
は
な
れ
ぬ
は
う
ら
や
ま
し
く
て
、

　

 

同

大
空
に
か
よ
ふ
ま
ほ
ろ
し
夢
に
た
に
見
え
こ
ぬ
た
ま
の
行
ゑ
た
つ
ね
よ

此
歌
故
、
巻
を
名
付
た
り
、
又
ほ（

方
士
）

う
し
か
や（
楊
貴
妃
）

う
き
ひ
の
ほ（

蓬

莱

）

う
ら
い
ま
て
た
つ
ね
し
心
も
あ
り
、
か
く
て
御
は
て
の
事
す
き
て
、
十
二
月

つ
こ
も
り
、
あ
す
の
つ
ゐ
た
ち
の
大（

大
臣
）

し
ん
た
ち
の
お
は
し
ま
す
つ（
マ
マ
）き
御
ひ
き
い
て
物
ま
て
、
よ（
用
意
）

う
い
し
を
き
た
ま
ひ
て
、

　
　

物
思
ふ
と
す
く
る
月
日
も
し
ら
ぬ
ま
に
と
し
も
我
身
も
け
ふ
や
つ
き
ぬ
る

と
よ
み
給
ひ
し
は
出
家
し
給
ふ
へ
き
よ
し
と
は
見
え
た
れ
と
も
、
い
か
ゝ
な
り
に
け
ん
、
し
る
人
、
世
に
な
し
、
廿
六
雲
か
く
れ
の
巻

ほ（

宝

蔵

）

う
さ
う
に
こ
め
ら
れ
た
る
故
也
、
廿
五
よ
り
廿
七
へ
う
つ
る
へ
し
、
此
あ
は
ひ
八
九
の
年
と
見
え
た
り
、
巻
も
二
帖
有
け
り
、［
ひ

と
り
か
く
れ
給
ふ
と
は
、
け
ん
し
の
御
事
也
］

　
　
　

廿
七
、
か
ほ
る
中
将
［
此
巻
、
匂
ふ
兵
部
卿
の
宮
と
も
］

一
、
か
ほ
る
中
将
と
は
女
三
の
う
み
給
ひ
し
若
君
、
こ
の
巻
に
十
四
に
て
け（

元

服

）

ん
ふ
く
し
て
、
う
こ
ん
の
中
将
と
也
、
御
身
の
あ
り
か
、
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む
ま
れ
つ
き
て
か
う
は
し
く
、
す
こ
し
た
ち
よ
り
給
ふ
と
こ
ろ
も
、
の
こ
り
の
う
つ
り
香
し
み
ふ
か
く
、
う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
ふ
を（
追
い
風
カ
）

か
せ

も
、
ひ（

百

歩

）

や
く
ふ
の
ほ
か
ま
て
か
ほ
り
け
り
、
百
歩
も
ゝ
あ
ゆ
み
の
ほ
か
ま
て
も
あ
る
へ
し
、
に
ほ
ふ
兵
部
卿
の
宮
と
は
、
か
ほ
る
の
に

ほ
ひ
を
う
ら
や
ま
し
く
そ（

嫉
ま
し
く
）

ね
ま
し
く
お
ほ
し
め
し
て
、
き
ん
上
の
御
子
三
の
宮
と
せ
し
は
、
か（
唐
）ら
の
焼（
薫
物
）物
を
梅
の
花
の
香
の
や
う
に
あ

は
せ
て
、
御
身
に
も
し
め
、
御（

御
衣
）そ
に
も
う
つ
し
給
ひ
し
か
は
、
よ
る
な
と
は
取
ま
か
ゆ
る
程
に
に
給
へ
り
、
さ
る
程
に
世
の
人
の
こ
と

草
に
、
に
ほ
ふ
宮
、
か
ほ
る
大
将
と
い
ひ
つ
ゝ
け
し
ゆ
へ
、
こ
の
ま
き
に
は
名
を
二
つ
あ
ら
は
し
た
り
、［
此
巻
な
ん
と
に
は
昔
覚
源

氏
と
い
へ
り
］

　
　
　

な
ら
ひ
、
こ
う
は
ひ

一
、
此
こ
う
は
ひ
と
名
つ
く
る
事
、
あ
せ
ち
の
大
納
言
と
申
人
は
、
姫
を
あ
ま
た
も
ち
給
ひ
し
、
ひ
ん
か
し
の
た（

対
）ひ
の
梅
ゆ
へ
也
、
そ

の
姫
君
を
も
ひ
ん
か
し
の
た
ひ
の
を
は
、
こ
う
は
ひ
の
御
方
と
申
け
り
、
大
納
言
を
も
、
こ
う
は
い
の
右
大
臣
と
け（

系
図
）

い
つ
に
あ
り
、

一
、
此
の
大
納
言
、
に
ほ
ふ
宮
を
む（

婿
）こ
に
せ
ま
ほ
し
く
お
ほ
し
て
、
さ
か
り
な
る
と
き
此
こ
う
は
い
一
え
た
お
ら
せ
て
御
こ（
子
）の
わ
ら
は

に
て
、
せ（

昇

殿

）

う
て
ん
し
給
ふ
、
そ
の
ふ
と
こ
ろ
か
み
に
花
を
は
つ
ゝ
み
そ
へ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
、
大
納
言
、

　
　

心
あ
り
て
風
の
に
ほ
は
す
そ
の
ゝ
梅
に
ま
つ
う
く
ひ
す
の
と
は
す
や
あ
る
へ
き

匂
ふ
み
や
見
給
ひ
て
御
心
よ
せ
の
花
な
れ
は
、
い
と
心
こ
と
に
も
て
は
や
し
給
ふ
、
こ
う
は
い
は
そ
の
色
に
と
ら
れ
て
、
か
は
し
ろ
き

梅
に
は
を（

劣
る
）

と
る
物
な
る
を
、此
花
は
色
も
香
も
と
り
な
ら
へ
て
お
も
し
ろ
し
、と
ほ
め
給
ひ
し
な
り
、今
程
け
ん
し
の
つ（
付
け
合
い
）

け
あ
ひ
に
「
ふ

と
こ
ろ
か
み
の
文
」
な
ん
と
あ
る
は
此
事
也
、
文
に
て
は
な
し
、
は
な
を
つ
ゝ
み
そ
へ
ら
れ
た
れ
は
梅
の
つ
け
合
に
、「
ふ
と
こ
ろ
か

み
に
う
つ
る
に
ほ
ひ
」
な
と
あ
ら
は
、
こ
う
は
ひ
の
心
あ
る
へ
し
、

　
　
　

な
ら
ひ
、
た
け
河

一
、
た
け
河
と
名
付
事
は
、
さ（

催
馬
楽
）

い
は
ら
ゆ
へ
な
り
、
竹
河
と
云
さ
ひ
は
ら
は
、「
た
け
か
は
の
橋
の
つ
め
也
、
竹
河
に
わ
れ
を
は
は
な
て
、

め
さ
し
く
は
へ
て
」
と
う
た
ふ
也
、
さ
れ
は
此
さ
ひ
は
ら
の
う
ち
を
と
り
あ
は
せ
て
付
合
あ
る
へ
し
［
め
さ
し
く
は
ん
と
は
、
ま
へ
は
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し
め
の
心
也
］、春
夏
秋
冬
こ
の
さ
ひ
は
ら
は
、う
た
は
る
ゝ
也
、正
月
の
す
□
（
ゑ
カ
）に
た
ま
か
つ
ら
の
御
か
た
へ
、か
ほ
る
中
将
お
は
し
た
り
、

ひ
け
く
ろ
に
は
を
く
れ
て
、
玉
か
つ
ら
は
む
か
し
の
は
な
や
か
さ
も
し
め
り
て
、
わ
か
御
は
ら
の
お
の
こ
ゝ
三
人
、
姫
君
二
人
の
御
あ

つ
か
ひ
の
み
に
て
す
く
し
給
ふ
、
よ
き
御
む
す
め
と
も
な
れ
は
、
心
あ
る
お
と
こ
は
皆
け
し
き
は
み
た（

マ

マ

）

ま
た
ま
ふ
、
夕
霧
は
や
お
と
な

に
て
大
殿
と
き
こ
ゆ
、
か
の
く
も
ゐ
の
か
り
の
御
は
ら
の
お
と
こ
君
、
く
ら
ん
と
の
少
将
と
申
は
、
此
あ
ね
姫
君
を
心
か
け
て
明
暮
た

ち
も
さ
ら
す
、
の
そ
き
あ
り
き
け
り
、
そ
の
少
将
と
か
ほ
る
中
将
と
明
石
の
御
子
と
も
と
、
あ
そ
ひ
を
う
ち
と
け
て
、
さ（

酒
）け
な
と
ま
い

り
て
も
竹
河
を
う
た
ひ
し
也
、
あ
ね
君
は
か
た
ち
な
た
か
く
て
、
れ（

冷

泉

院

）

ひ
せ
い
ゐ
ん
へ
女
御
に
ま
い
り
給
へ
は
、
心
か
け
し
人
々
む
な
し

く
て
、
そ
の
御
つ
ほ
ね
へ
女
房
の
中
ま
て
は
よ
り
き
た
り
、
物
う
ら
め
し
け
な
る
を
見
て
女
は
う
た
ち
、
中
よ
り
よ
め
る
、

　
　

竹
河
の
そ
の
よ
の
こ
と
は
お
も
ひ
は

（
マ
マ
）つ
や
し
の
ふ
は
か
り
の
ふ
し
は
な
け
れ
と

か
ほ
る
中
将

　

な
か
れ
て
の
た
の
め
む
な
し
き
竹
河
に
世
は
う
き
物
と
お
も
ひ
し
り
に
き

か
や
う
の
歌
も
さ
ひ
は
ら
ゆ
へ
也
、
取
合
て
付
へ
し
、

一
、
花
あ
ら
そ
ひ
と
云
事
、
碁
の
か
け
物
ゆ
へ
也
、
玉
か
つ
ら
の
御
も
と
に
す
く
れ
た
る
桜
有
、
是
を
こ（

故
殿
）

と
の
は
あ
ね
姫
君
は（
花
）な
と
の

給
ひ
き
、
又
玉
か
つ
ら
は
い
も
う
と
君
の
花
と
の
給
ひ
し
ゆ
へ
、
心
の
う
ち
に
や
す
か
ら
す
し
て
、
ひ
け
く
ろ
か
く
れ
給
へ
は
此
花
も

お（
老
い
木
）

い
木
に
な
り
ぬ
る
を
あ
は
れ
か
り
て
、
こ
の
花
を
か
け
物
に
し
て
姫
君
御
ふ
た
り
碁
を
う
ち
給
ひ
し
事
有
、「
桜
を
か
け
物
」
と
い

ふ
こ
と
あ
ら
は
、「
玉
か
つ
ら
」「
ひ
け
く
ろ
」
な
と
も
よ
し
、「
や
よ
ひ
の
す
ゑ
」「
は
な
あ
ら
そ
ひ
」
よ
し
、
あ
ね
君
、
左
に
て
ま
け

給
ふ
、
中
君
、
右
に
て
か
ち
給
ひ
し
に
、
風
す
こ
し
吹
た
り
、
夕
霧
こ
の
ち
る
を
見
給
ひ
て
、
ま
け
か
た
の
あ
ね
君
し（

装

束

）

や
う
そ
く
桜
の

衣
な
り
、

　
　

桜
ゆ
へ
風
に
心
の
さ
は
く
か
な
お
も
ひ
く
ま
な
き
花
と
見
る
〳
〵

「
お
も
ひ
く
ま
」
は
思
ひ
な
き
也
、
左
の
御
か
た
と
申
た
る
女
、

　
　

さ
く
と
見
て
か
つ
は
ち
り
ぬ
る
花
な
れ
は
ま
く
る
は
ふ
か
き
う
ら
み
と
も
見
す
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と
き
こ
え
た
り
、
か（
勝
ち
方
）

ち
か
た
の
い
も
う
と
君
、
山
吹
の
衣
也
、

　
　

風
に
ち
る
事
は
よ
の
つ
ね
え
た
な
か
ら
う
つ
ろ
ふ
花
を
た
ゝ
に
し
も
見
し

か
ち
方
の
女
房
、
花
を
ひ
ろ
い
て
よ
め
る
、
か
き
つ
め
て
見
る
、

　
　

心
あ
り
て
い
け
の
汀
に
お
つ
る
花
あ
は
と
な
り
て
も
わ
か
か
た
に
よ
れ

　
　
　
　
　

以
上
、
是
迄
、
四
十
て
う

［
宇
治
十
て
う
の
分
］

　
　
　

一
、
橋
姫

宇
治
の
橋
姫
と
い
ひ
し
事
は
、
源
氏
よ
り
も
い（

以
前
）

せ
ん
の
事
也
、
源
氏
の
御
お
と
う
と
に
八
の
み
や
と
申
せ
し
は
、
世
も
た
つ
き
な
く
か

す
か
な
る
御
す
ま
ひ
な
り
し
か
、
き
た
の
か
た
、
姫
君
二
人
［
あ
け
ま
き
の
お
ほ
い
君
、
昔
に
か
よ
ふ
中
の
君
］
こ
れ
ら
を
う
み
を
き

う
せ
給
ひ
し
か
は
、
ち
ゝ
宮
一
人
し
て
は
く
ゝ
み
給
ふ
程
に
、
御
さ
ま
を
は
か
へ
た
ま
は
て
、
心
は
か
り
は
ひ
し
り
の
道
に
か
よ
ひ
、

た
う
と
く
お
は
せ
し
ゆ
へ
、
世
の
人
う（

優
婆
塞
）

は
そ
く
の
み
や
と
も
又
そ（

俗

聖

）

く
ひ
し
り
と
も
申
け
り
、
姫
君
お
と
な
に
な
り
給
へ
は
、
ち
ゝ
み
や

き（

経

）
や
う
を
か
た
て
に
も
ち
て
、
か
つ
よ
み
つ
ゝ
あ
ね
君
に
ひ（
琵
琶
）わ
、
い
も
う
と
君
に
し（

箏

）
や
う
の
琴
を
し
へ
給
ふ
、
し（

唱

歌

）

や
う
か
し
つ
ゝ
、
ち
ゝ

み
や
、「
う
ち
す（

マ
マ
）す
て
ゝ
つ
か
ひ
さ（

マ

マ

）

り
さ
り
に
し
水
と
り
の
か
り
の
此
世
に
た
ち
お
く
れ
け
ん
」、
か
る
の
こ
な
り
、

　
　

い
か
に
し
て
す
た
ち
け
る
そ
と
思
ふ
に
も
う
き
水
鳥
の
ち
き
り
を
そ
し
る

　
　

な
く
〳
〵
も
は
ね
う
ち
か
は
す
君
な
く
は
わ
れ
そ
す
か

（
マ
マ
）り
に
な
る
へ
か
り
け
る

此
き（

京

）
や
う
の
御
い
へ
は
や
け
て
、
宇
治
と
い
ふ
所
に
よ
し
あ
る
山
里
に
わ
た
り
て
住
給
ふ
、
山
か
さ
な
れ
る
御
す
み
か
に
尋
ま
い
る
人

な
し
、
か
か
る
野
山
の
す
ゑ
に
も
北
の
方
お
は
し
ま
さ
は
、
と
お
も
ひ
い
て
た
ま
は
ぬ
折
な
し
、
あ（

網
代
）

し
ろ
の
け
は
ひ
、
み
ゝ
か
し
か

ま
し
き
河
の
わ
た
り
に
て
、
し
つ
か
な
る
お
も
ひ
に
か
な
は
ぬ
か
た
も
あ
れ
と
も
、
い
か
ゝ
せ
ん
、
は
な
も
み
ち
水
の
な
か
れ
に
も
、

心
を
よ
す
る
た
よ
り
に
よ
せ
て
、
い
と
ゝ
し
く
な
か
め
給
ふ
よ
り
外
の
こ
と
な
し
、
か
ほ
る
大
将
は
か
し
は
木
ゑ（

衛

門

督

）

も
ん
の
か
み
の
御
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か（
隠
し
子
）

く
し
こ
な
り
、
と
人
の
か
ほ
る
に
申
き
か
せ
け
れ
は
、
や
す
か
ら
ぬ
お
も
ひ
に
も
え
給
ふ
事
か
な
し
く
て
、
出
家
の
心
さ
し
ふ
か
け

れ
と
も
、
世
に
も
て
な
さ
れ
て
、
そ
の
ね
か
ひ
か
な
は
ね
は
、
此
う
は
そ
く
の
御
あ
り
さ
ま
を
あ
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
し
て
、
つ
ね
に
ま

い
り
て
、
ほ（

法

文

）

う
も
ん
な
と
も
よ
み
お
こ
な
ひ
給
ひ
け
り
、
み
や
の
か
す
か
な
る
御
あ
り
さ
ま
を
も
た（
絶
え
ず
）

え
す
と
ふ
ら
い
給
ふ
事
、
二
と
せ

は
か
り
に
な
り
た
る
秋
の
末
に
、
京
を
あ
り
明
の
月
に
い
て
た
ち
て
、
御
む
ま
に
て
宇
治
の
う
は
そ
く
の
宮
へ
、
か
ほ
る
お
は
し
ま
す

道
の
程
、
あ
ら
ま
し
き
し
け
き
木
の
中
を
わ
け
つ
ゝ
、
山
か
つ
の
柴
の
ま
か
き
を
わ
け
給
ふ
に
、
そ
こ
は
か
と
な
き
水
の
な
か
れ
を
ふ

み
し
た
く
駒
の
あ
し
音
を
も
忍
ひ
〳
〵
に
お
は
す
る
に
、
木
の
葉
の
露
の
ひ
や
ゝ
か
に
お
つ
れ
は
、

　
　

山
お
ろ
し
に
た
え
ぬ
木
の
葉
の
露
よ
り
も
あ
や
な
く
も
ろ
き
わ
か
な
み
た
か
な

お
は
し
つ
き
て
、
と
の
ゐ
人
に
ひ（

髭
が
ち
）

け
か
ち
な
る
お
と
こ
、
よ
ひ
い
て
ゝ
と
ひ
給
へ
は
、「
う
は
そ
く
は
む
か
ひ
の
寺
に
七
日
の
ね
ん
ふ

つ
に
こ
も
り
た
ま
へ
り
」
と
申
、
そ
の
ま
に
姫
君
た
ち
の
琵
琶
、
琴
し
給
ふ
ひ
ゝ
き
、
河
浪
に
も
て
は
や
さ
れ
て
お
も
し
ろ
け
れ
は
、

こ
の
と
の
い
人
を
か
ほ
る
か
た
ら
ひ
て
、
す（

透

垣

）

ひ
か
い
の
お
れ
た
る
ひ
ま
よ
り
姫
君
達
を
か
ひ
ま
見
給
ふ
［
す
ひ
か
ひ
は
竹
の
す
き
か
き

也
］、
あ
り
明
の
月
に
す
た
れ
あ
け
て
、
ひ
と
り
は
は
し
ら
か
く
れ
た
る
に
ゐ
て
、
ひ
わ
を
ま
さ
く
り
て
月
を
さ
し
の
そ
き
て
琵
琶
の

は（
撥
）ち
を
あ
け
て
、「
あ
ふ
き
な
ら
て
、
こ
れ
し
て
も
月
は
ま
ね
き
つ
へ
か
り
け
り
」
と
の
給
ふ
か
ほ
、
い
と
け
た
か
く
う
つ
く
し
［
あ

け
ま
き
お
ほ
い
君
也
］、
い
ま
ひ
と
り
は
琴
の
う
へ
に
か
た
ふ
き
て
、「
い
り
日
か
へ
す
［
れ（

陵

王

）

う
わ
う
の
事
］
は
ち
こ
そ
有
け
れ
、
あ
や

し
う
さ
ま
か
へ
て
お
も
ひ
を
よ
ひ
た
ま
ふ
物
か
な
」
と
い
ふ
［
中
君
也
］、「
お
よ
は
す
と
も
、
こ
れ
も
月
に
は
な
る
ゝ
物
か（

か
ハ
カ
）い」
と

も（
元
末
カ
）

と
す
ゑ
を
と
り
て
い
ひ
か
は
し
給
へ
る
さ
ま
は
、
よ
そ
に
て
お
も
ひ
し
に
は
に（
似
ず
）す
、
ゆ
ゑ
〳
〵
敷
う
つ
く
し
け
れ
は
、
御
心
う
つ
り

は
て
ゝ
か
ほ
る
よ
り
、

　
　

橋
姫
の
心
を
く
み
て
た
か
せ
さ
す
さ
ほ
の
し
つ
く
に
袖
そ
ぬ
れ
ぬ
る

此
時
、
橋
姫
と
よ
み
給
へ
る
は
、
宇
治
に
姫
君
た
ち
す
み
給
へ
は
よ
せ
事
也
、
是
故
ま
き
を
は
名
付
た
り
、
宇
治
は（

橋
）し
の
物
ふ
り
て
見

ゆ
る
に
、
あ
や
し
き
舟
に
柴
か
り
つ
み
て
、
か
な
た
こ
な
た
へ
行
ち
か
ひ
、
は
か
な
き
水
の
う
へ
に
う
か
ひ
た
る
を
見
給
ふ
に
、
姫
君
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た
ち
の
あ
さ
夕
、
詠
給
ふ
ら
ん
心
の
中
い
と
お
し
く
て
、
よ
み
給
へ
り
、 ［
御
返
し
大
い
君
］

　
　

さ
し
か
へ
る
宇
治
の
河
を
さ
あ
さ
夕
の
し
つ
く
や
袖
を
く
た
し
は
つ
ら
む

一
、
宇
治
に
「
と
は
す
か
た
り
の
古
人
」
と
い
ふ
事
あ
り
、
お
い
人
と
も
い
へ
り
、
ふ
る
ふ
み
か（

黴
）ひ
く
さ
き
し
み
と
云
は
、
む（
虫
）し
の
す

み
な
り
て
く（

首
）ひ
に
か
け
て
も
つ
、
み
な
此
古
物
か
た
り
の
付
合
也
、
か
ほ
る
の
「
御
ち
ゝ
か
し
は
木
の
ゑ
も
ん
の
か
み
の
事
を
く
わ
し

く
し
ら
さ
せ
た
ま
へ
」
と
神
仏
に
も
い
の
り
給
ひ
し
し
る
し
に
や
、
か
の
御
め
の
と
な
り
け
る
女
は
う
、
此
宇
治
の
み
や
に
ゐ
て
、
か

し
は
木
の
か
く
れ
さ
ま
に
女
三
の
御
か
た
よ
り
の
文
と
も
を
う
し
な
ふ
へ
き
ひ
ま
も
な
く
て
、又
女
三
の
か
た
へ
つ
た
へ
ま
い
る
と
て
、

「
そ
な
た
に
て
う
し
な
ひ
給
へ
」
と
て
、
女
三
の
御
さ
ま
か
へ
給
へ
る
事
を
ゑ
も
ん
の
か
み
、

　
　

目
の
ま
へ
に
此
世
を
そ
む
く
君
よ
り
も
よ
そ
に
わ
か
る
ゝ
玉
そ
か
な
し
き

又
こ
の
わ
か
君
［
か
ほ
る
也
］
生
給
へ
る
事
を
、

　
　

命
あ
ら
は
そ
れ
と
も
見
ま
し
人
し
れ
す
岩
ね
に
と
め
し
松
の
生
す
ゑ

是
を
と
し
久
し
く
も
ち
め
く
り
た
れ
と
も
、
こ（

小
侍
従
）

し
ゝ
う
は
か
な
く
な
り
し
か
は
、
つ
た
へ
ん
か
た
な
く
て
女
三
へ
ま
い
ら
せ
す
し
て
、

か
ほ
る
に
ま
い
ら
せ
た
り
、
か
ほ
る
是
を
見
給
ふ
に
、
た
ゝ
い
ま
か
き
た
ら
ん
に
も
お
と
ら
ね
は
、
か
ゝ
る
事
の
た
め
し
あ
ら
む
や
と

あ
さ
ま
し
く
、
か
な
し
か
り
け
り
、

　
　
　

二
、
し
ひ
か
も
と

一
、
し
い
か
も
と
ゝ
い
ふ
は
、
す
こ
し
あ（

哀

傷

）

ひ
し
や
う
の
心
也
、
そ（
総
じ
て
）

う
し
て
い（
祝
い
）

わ
ひ
に
し（
椎
）い
の
つ（

付

合

）

け
あ
ひ
有
へ
か
ら
す
、

（
同
志
社
大
学
教
授
）


